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問題Ⅰ（択一問題）
問題文・正解および 

臨時掲示板ログ 























応用理学部門択一問題 正解を語る掲示板 
 

[20] 01 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:10 [ 返信 ] 

 次の a) h)のうち、電磁波はいくつ含まれるか。 
 
a)Ｘ線 b)中性子線 c)α線 d)赤外線 
e)γ線 f)超音波 g)電子線 h)マイクロ波 
 
① ２ 
② ３ 
③ ４ 
④ ５ 
⑤ ６ 
 

 

[22] RE:01 Name：okidoki Date：2018/07/17(火) 23:53 

⑤にしました。α線とγ線は放射線として、中性子線で悩みました。ご意見を伺いたいです。 
 

 

 

[31] RE:01 Name：azalea Date：2018/07/18(水) 01:00 

X 線、赤外線、γ線、電子線、マイクロ波は確実に 
電磁波、α線と超音波は電磁波ではないので 
この時点で④か⑤に絞られます。 
中性子線は私も迷いましたが、たぶんちがうと 
判断して、④としました。 
 

 

 

[37] RE:01 Name：hkhk Date：2018/07/18(水) 08:38 

中性子線、α線、電子線は粒子線、超音波は音波なので電磁波ではないと判断し、③にしました。 
 

 

 

 
[19] 02 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:09 [ 返信 ] 

 電子に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 
① 光電効果とは、光によって電子が放出される現象である。 
② エネルギーのそろった電子が結晶に入射すると、回折を起こす。 
③ 電子は質量を持つ粒子である。 
④ 赤外吸収スペクトルは、電子のエネルギー準位を調べる手法である。 
⑤ 金属に電流を流すとき、その電流は電子が担う。 
 

 

[32] RE:02 Name：azalea Date：2018/07/18(水) 01:03 

これは④が正解です。 
赤外吸収スペクトルは、原子間の結合の 
伸縮、回転、変角などの振動のエネルギー 
準位を把握することで、どの原子同士がどんな状態で 
結合しているのかを調べる手法です。 
 

 



 

[42] RE:02 Name：桃源 Date：2018/07/18(水) 23:36 

消去法で、4 にしました。 
4 以外は、すべて適切な内容のように思いました。 
 

 

 

 
[18] 03 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:09 [ 返信 ] 

 次の用語の組合せのうち、最も関係の薄いものはどれか。 
 
① 熱効率          カルノーサイクル 
② ローレンツ力       pn 結合 
③ インパルス応答      周波数特性 
④ フラウンホーファー回折  ホログラフィー 
⑤ 焦電(ピロ電気)効果    赤外線 
 

 

 
[17] 04 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:08 [ 返信 ] 

 次のうち、塩化カリウム(KCl)の格子エネルギーに最も近いものはどれか。必要ならば、KCl 438 
kJ/mol，金属 K の昇華熱＝89 kJ/mol,金属 K 425 kJ/mol，塩素(気体)の解離熱＝242 kJ/mol，塩素の電
子親和力＝355 kJ/mol を使用せよ。 
 
① 839 kJ/mol 
② 718 kJ/mol 
③   0 kJ/mol 
④  718 kJ/mol 
⑤  839 kJ/mol 
 

 

 
[16] 05 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:07 [ 返信 ] 

 化合物の構造や物性を表す次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 
① 2-ブテン CH3CH＝CHCH3 … アルケンの１つであり、シス体とトランス体が存在する。 
② アセトン CH3COCH3 … 炭素原子と酸素原子の結合は、大きな電気双極子モーメントを持つ。 
③ エタノール C2H5OH … 水とよく混じりあうが、これはエタノール分子と水分子の水素結合に起因する。 
④ シクロヘキサン C6H12 … 炭素骨格は平面正六角形であり、非局在化エネルギーは大きい。 
⑤ ジエチルエーテル CH3CH2OCH2CH3 … ジエチルエーテル分子間に水素結合を形成しないため、沸点が低い。 
 

 

[23] RE:05 Name：okidoki Date：2018/07/17(火) 23:57 

答えは②ですね。自分は①の 2 H27 年Ⅰ-6 と少し変化しているので、深読みしすぎました。 
 

 

 

[33] RE:05 Name：azalea Date：2018/07/18(水) 01:06 

これは確実に④です。 
シクロヘキサンの炭素骨格は椅子型か舟型 



（椅子型のほうがエネルギー的に安定） 
です。 
 

 

 

 
[15] 06 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:05 [ 返信 ] 

  
 
① ロンドン分散力 
② 水素結合 
③  
④  
⑤ イオン結合相互作用 
 

 

 
[14] 07 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:03 [ 返信 ] 

 GRS80 楕円体面上の点Ａ(北緯 39°0′，東経 137°0′)から点Ｂ(北緯 39°0′，東経 139°0′)まで、等緯度線に沿って測
定した距離に最も近い値はどれか。ただし、sin39°＝0.63，cos39°＝0.78，tan39°＝0.81 とする。また、赤道半径を 6,378 km とす
る。 
 
① 140 km 
② 165 km 
③ 174 km 
④ 180 km 
⑤ 187 km 
 

 

[26] RE:07 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:12 

? にしました。先に掲示板において azalea 様にご意見を頂きました。azalea 様ありがとうございました。  
 

 

 

 
[13] 08 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 22:02 [ 返信 ] 

 固体地球内部が静力学平衡の状態にあると仮定する。地殻の密度を 2,700 kg/m3 で一定とするとき、地表から深さ 3 km に
おける圧力として最も適切なものはどれか。ただし、重力加速度を 9.8 m/s2 とし、大気圧の影響は無視できるものとする。 
 
①  7.9 MPa 
②  8.1 MPa 
③  79 MPa 
④ 790 MPa 
⑤  7.9 GPa 
 

 

[35] RE:08 Name：C Date：2018/07/18(水) 04:04 

単位換算だけの問題ですが、それが思い出せませんてした。④ですか？ 
 

 

 

[41] RE:08 Name：hkhk Date：2018/07/18(水) 09:56 



1kgf/m2=9.8N/m2=9.8Pa と考え、③にしました。 
 
2700 (kgf/m3)×3000 (m) = 8.1×10^6 (kgf/m2) 
= 8.1×9.8×10^6 (N/m2 = Pa) 
∴7.9×10^7 (Pa) = 79 MPa 
 

 

 

 
[12] 09 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:59 [ 返信 ] 

 プレートテクトニクスに関する次の(ア) (エ)  
 
(ア) 海嶺まで上がってきたマントル物質が海水に触れて冷やされ海洋底となる。 
(イ) 大陸のプレートと海洋のプレートが集まって沈み込みが生じている境界では、より密度の高い海洋プレートが大陸プレートの下
へ沈み込む。 
(ウ) 関東地方の地下では、フィリピン海プレートの下に太平洋プレートが沈み込んでいる。 
(エ) 本州に近づいてくるプレートの移動速度は、太平洋プレートの方がフィリピン海プレートより速い。 
 
① (ア)のみ誤り 
② (イ)のみ誤り 
③ (ウ)のみ誤り 
④ (エ)のみ誤り 
⑤ すべて正しい 
 

 

[24] RE:09 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:02 

明らかに知識不足で④にしてしまいました。エは正しい。イも密度部分で悩みましたが正しいようです。 
よって正解は⑤のすべて正しいと思われます。 
 

 

 

[49] RE:09 Name：Fu Date：2018/07/23(月) 12:37 

技術士会の発表をみると，正答は⑤の「すべて正しい」でした．しかし，海洋底を構成する岩石はマントル物質が部分溶融してで
きたマグマが海水で冷やされてできるのではないでしょうか？よって，マントル物質そのものではないので（ア）は誤りとも思え
るのですが，ほかにこのようにお考えになる方はいらっしゃいますか？ 
（私の勉強不足で勘違いであったら申し訳ありません．．．） 
 

 

 

[50] RE:09 Name：TE Date：2018/07/23(月) 18:24 

私もマグマの冷却と考えていたため、マントル物質とだけ書かれていたことに疑問を感じ、①としました。 
意地の悪い問題なのかなんなのか… 
 

 

 

[51] RE:09 Name：マサ Date：2018/07/23(月) 21:26 

私も、この問題は①が正解だと思います。 
平成 25 年度の I-10 でほぼ同一の問題が出題されており、(ア)は不正解として扱われています。(イ)~(エ)は正しい。 
さすがにこれは訂正が入りそうですね。 
 

 

 

[52] RE:09 Name：Fu Date：2018/07/23(月) 23:28 

H25 の I-10 確認しました。マサさんのご指摘の通りですね。ご情報ありがとうございました。 
 

 



 

[53] RE:09 Name：たぶん Date：2018/07/24(火) 07:10 

マサ様 
H25 の I-10 は「海嶺」ではなく「海溝」となっているため、不適切なのではないでしょうか？ 
 

 

 

[54] RE:09 Name：Fu Date：2018/07/24(火) 08:35 

確認しましたといいましたが、読み直すと「海溝」ですね。。。早とちりしました。。。 
 
いずれにしても（ア）の正否は見解が分かれるのでしょうね。マントル物質であるかんらん岩と、海洋底を構成する玄武岩とでは
化学組成が全く異なっています。「マントル物質が海水に冷やされて海洋底になる」という表現は「部分溶融」というプロセスが
抜け落ちており、岩石学的見地からはとても違和感があります。 
 

 

 

[55] RE:09 Name：natsume Date：2018/07/24(火) 10:04 

結論から言うと(ア)は正解です。 
参考になるかはわかりませんが，マントル物質とマグマの違い，および海洋プレートとマントル物質の関係について書かれている
記述のリンクを貼っておきます。 
http://www.kazan.or.jp/J/QA/topic/topic4.html 
 
Question #2276 で安田先生（東大・地震研・地球ダイナミクス） がコメントされております。 
 

 

 

[56] RE:09 Name：たぶん Date：2018/07/24(火) 12:09 

私も少し調べてみました。 
マントル物質をどう解釈するのか、だと思います。 
 
地学辞典には「マントル物質」という単語はありませんでしたが、「マントルの不均質性」には以下のように記載されていまし
た。 
 
『…全地球規模の不均質マントルの端成分として，海嶺性玄武岩の起源となりうるデプリートマントル成分，いくつかの海洋島に
みられるエンリッチ成分のほか，…』 
 
また、「マントル列」には 
 
『中央海嶺や海洋島，大陸地域に産する玄武岩は，マントルの異なった部分の物質を起源としている』 
 
とも記載されており、マントル物質をかんらん岩に限らずマントルを構成する組成の総称と広く定義できるのかなと感じました。 
 
ご参考になれば幸いです。 
 

 

 

[57] RE:09 Name：マサ Date：2018/07/24(火) 12:11 

たぶん 様 
 
私の理解不足で、大変失礼しました。 
納得で、勉強になります。 
ご指摘ありがとうございます。 
 

 

 



[58] RE:09 Name：Fu Date：2018/07/25(水) 20:26 

参考情報を提供していただいたみなさま、ありがとうございます。 
 
たぶんさんのご指摘の通り、「マントル物質」の定義によりますね。しかしながら、地学辞典にも「マントル物質」は載っていな
いのですね。他に 2、3 の教科書も当たってみましたが、索引に「マントル物質」とのっているものは見当たりませんでいた。意外
な感じです。。。 
私の中では「マントル物質≒かんらん岩」という認識でしたが、かんらん岩の部分溶融によって生成された玄武岩質マグマも「マ
ントル物質」に含まれるということで、（ア）は正しいということなのでしょうね。 
 
お付き合いいただいたみなさま、ありがとうございました。 
 

 

 

[59] RE:09 Name：RE:09 Date：2018/07/30(月) 17:53 

納得いかないなあ。①にしたよ。 
「マントル物質が海底に冷やされ海洋底となる」は極端すぎない？ 
全然意味が通らないと思うのだけど。 
これが当たってれば択一通るだけに悔しい。 
 

 

 

[60] RE:09 Name：TE Date：2018/07/30(月) 22:11 

他の問題のスレッドに比べ、ここの書き込みが異常に多いですね。それだけ問題文がおかしなことになっていたともいえないでし
ょうか？ 
私もあと 1 問で択一通る身なので、すみません愚痴です… 
 

 

 

 
[11] 10 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:58 [ 返信 ] 

 起潮力に関する次の記述の、［ ］に入る語句等の組合せとして最も適切なものはどれか。 
 
潮の干満を引き起こす力を起潮力という。地球表面において太陽による起潮力の大きさは、月による起潮力[(ア)](※原文では四角で囲
まれています。以下同様)である。これは起潮力が、原因となる天体[(イ)]に比例し、天体[(ウ)]の[(エ)]に反比例することによる。 
 
    ア      イ      ウ      エ 
①  の約半分   の質量    までの距離   ３乗 
②  とほぼ同じ  までの距離  の質量     ３乗 
③  の約半分   までの距離  の質量     ２乗 
④  の約半分   の質量    までの距離   ２乗 
⑤  とほぼ同じ  の質量    までの距離   ２乗 
 

 

[25] RE:10 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:09 

①ですね。H25 年Ⅰ-12 とほぼ同じ問題でしたね。 
 

 

 

 
[10] 11 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:57 [ 返信 ] 

 気象観測に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 
① 気象衛星ひまわりは、雲だけでなく二酸化炭素も観測できる。 



② 気象ドップラーレーダーは、降水に加えて風も観測できる。 
③ ラジオゾンデによる高層観測では、気温・気圧・風に加えて湿度も観測できる。 
④ 気象衛星ひまわりの画像から、台風の中心位置だけでなく中心気圧も推定できる。 
⑤ アメダスは、気温・風・降水量に加えて日照時間も観測できる。 
 

 

[36] RE:11 Name：C Date：2018/07/18(水) 04:06 

単なる知識問題ですね。 
②ですか？ 
 

 

 

[43] RE:11 Name：桃源 Date：2018/07/18(水) 23:40 

1 と回答しました。 
 
2 について、ドップラーレーダーは、風もはかれるような記述がありますので、適切な記述のように思います。 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/toppuu/tornado2-2.html 
 
3 と 5 は、適切な記述と思います。 
4 は、ドボラック法により推定可能のように思います。 
 
よって、1 ではないでしょうか？ 
 

 

 

 
[9] 12 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:55 [ 返信 ] 

 pH に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
 
① pH は log[H+]で表される水素イオン濃度の常用対数である。 
② 温度が上昇すると、純水(H2O)の pH は下がる。 
③ 日本の水道水水質基準で定められている pH の上限は、EU の基準値よりやや高い。 
④ ダムや湖沼等の富栄養化で赤潮が発生すると、表層水の pH は下がる。 
⑤ 深度 500 m くらいまでの海洋表層において、海水の pH は深度と共に上がる。 
 

 

[34] RE:12 Name：azalea Date：2018/07/18(水) 01:12 

一般に pH=7 になるのは水温がたしか 25℃のときに 
水分子が解離する濃度が 1×10 のマイナス 7 乗である 
ことからきています。 
温度が上がると水分子はより多く解離するので pH の 
数値は小さくなる、すなわち下がります。 
ということで②が正解と解答しましたが、合って 
いるでしょうか。 
 

 

 

 
[8] 13 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:54 [ 返信 ] 

 酸素・水素安定同位体比(δ18Ｏ・δＤ(Ｄは重水素、2Ｈ)に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 
① 酸素・水素安定同位体比は、標準海水(ＳＭＯＷ)の同位体比からの千分偏差値(‰)で表される。 



② 降水の酸素・水素安定同位体比には、δＤ＝８δ18Ｏ+10 の関係が知られている。 
③ 化することがある。 
④ 降水の酸素・水素安定同位体比は、一般に高緯度地域ほど大きい値を示す。 
⑤ 氷床コアの酸素・水素安定同位体比の測定により、過去数 10 万年間の気候変動が明らかにされてきた。 
 

 

[38] RE:13 Name：hkhk Date：2018/07/18(水) 09:31 

酸素・水素安定同位体比は低緯度ほど低いと思い、④にしました。 
 
参考文献はこちら 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjshwr/21/2/21_2_158/_pdf 
 

 

 

 
[7] 14 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:52 [ 返信 ] 

 ダム基礎の力学特性を評価するために行われる岩盤分類において、硬岩の岩盤を岩級区分する際の指標として最も不適切な
ものはどれか。 
 
① 岩石のすりへり減量 
② 割れ目の間隔 
③ 割れ目の状態 
④ 造岩鉱物の風化作用の程度 
⑤ ハンマーの打診による音の程度 
 

 

[21] RE:14 Name：C Date：2018/07/17(火) 23:27 

①は聞いたことがないです。 
 

 

 

[27] RE:14 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:21 

①にしました。理由はｃさんと同じです。 
 

 

 

 
[6] 15 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:50 [ 返信 ] 

 海洋資源に関する次の記述の、［ ］に入る語句の組合せとして最も適切なものはどれか。 
 
「燃える氷」ともいわれるメタンハイドレードは、天然ガスの主な成分であるメタンガスと[Ａ]が結びつくことで出来た氷状の物質
で、日本近海に大量に存在していることが近年の調査で明らかとなった。 
太平洋側では「砂層型」と呼ばれるメタンハイドレードが確認され生産実験が行われている。または、日本海側では[Ｂ]と呼ばれるメ
タンハイドレードが確認され資源量把握の調査が行われている。 
また、小笠原諸島から沖縄県にかけての日本近海では[Ｃ]が分布し、その中にはハイテク材料として重要な、ニッケル、[Ｄ]などのレア
メタルを含んでいることが確認されている。これらは将来のエネルギー、鉱物資源として着目されているが、商業開発への技術的・経
済的な課題は多い。 
 
   Ａ     Ｂ    Ｃ            Ｄ 
① 水分子   表層型  コバルトリッチクラスト  白金  
② 水分子   深層型           白金 
③ 水分子   深層型  コバルトリッチクラスト  銀 



④ 水素分子  表層型           銀 
⑤ 水素分子  深層型  コバルトリッチクラスト  白金 
 

 

[39] RE:15 Name：hkhk Date：2018/07/18(水) 09:34 

日本海側のメタンハイドレードを深層型と勘違いし、③としてしまいました。。正解はおそらく①ですね。 
 
参照はこちら 
http://www.nihonkairengou.jp/about 
 

 

 

 
[5] 16 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:48 [ 返信 ] 

 自然斜面や掘削のり面の安定対策などの斜面防災に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 
① 節理の発達する火山岩類では、割れ目の方向や組合せにより、くさび状の崩壊が起こることがある。 
② グラウンドアンカー工には、せん断抵抗を増大させることによる締め付け効果と、鋼材の引張抵抗力による引き止め効果がある。 
③ 地すべりの抑止杭は、杭谷側移動層の有効抵抗力が十分期待できる位置に、抑え杭を設置するのが効果的である。 
④ 等高線の乱れや小刻みな出入りのある斜面は、斜面安定を図る上で注意を要する箇所である。 
⑤ 落石の発生形態は抜落ち(転石)型とはく離(浮石)型に大別され、段丘堆積物が露出する斜面では抜落ち型が多い。 
 

 

[44] RE:16 Name：桃源 Date：2018/07/18(水) 23:42 

さんざん迷った挙句、5 にしました。 
なんとなく、段丘堆積物が露出する斜面では、はく離(浮石)型が多いように思ってしまいました。 
 
この分野に明るい方のご意見を伺いたいです。 
 

 

 

[45] RE:16 Name：oyaji Date：2018/07/19(木) 00:00 

3 です。 
 

 

 

[46] RE:16 Name：地質受験者 Date：2018/07/19(木) 06:14 

解答は③です。 
有効抵抗力が十分期待でいる場合には、せん断杭、くさび杭として設計し、有効抵抗力が十分期待できない場合には抑え杭(曲げ杭)
をして設計します。 
 

 

 

 
[4] 17 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:46 [ 返信 ] 

 大陸地殻を構成する岩石の平均化学組成における、SiO2 と Al2O3 の重量パーセントの組合せとして、最も適切なものはど
れか。 
 
① 40％，15％ 
② 60％，15％ 
③ 40％，25％ 
④ 60％，25％ 
⑤ 70％，25％ 
 



 

[28] RE:17 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:23 

②ですね。H27 年Ⅰー12 と、ほぼ同じ問題です。 
 

 

 

 
[3] 18 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:45 [ 返信 ] 

 断層及び断層構造に関する次の(ａ) (ｄ)の４つの記述のうち、不適切なものの数はどれか。 
 
（ａ）活断層は、最新の地質年代である第四紀に活動し、将来も活動する可能性があると予想される断層である。出版物や評価法によ
って活断層の時代的な定義は異なる。 
（ｂ）リニアメントは、崖、傾斜の急変線、直線状の谷、尾根の鞍部などの特徴的な地形が直線的に、あるいは緩やかなカーブを描き
ながら配列している状態である。リニアメントが確認された場合には常に活断層が存在する。 
（ｃ）活構造は、現在の応力場のもとで活動を継続している断層や褶曲などに関連する広義の地殻構造である。活構造に関して明確な
定義や時代範囲はない。 
（ｄ）断層谷は、断層変位の直接的な結果として生じた直線状あるいは緩やかな弧状の谷である。一般に、断層変位による初生谷に２
次的な浸食と堆積の影響が加わる。 
 
① 不適切なものはない 
② １つ不適切 
③ ２つ不適切 
④ ３つ不適切 
⑤ すべて不適切 
 

 

[40] RE:18 Name：hkhk Date：2018/07/18(水) 09:49 

(b)の「リニアメントが確認された場合には常に活断層が存在する」は不適切と思いましたが、他は読んでいて引っかからなかった
ので②としました。 
 

 

 

 
[2] 19 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:44 [ 返信 ] 

 造岩鉱物の風化作用に対する安定度には差があり、鉱物の風化に対する安定度を示す風化安定度系列がある。次の図は風化
し易さを示したものである。（上のほうが風化に弱い）。［ ］に入る語句の組合せとして最も適切なものはどれか。 
 
（原文では図が入りますが、テキストでは表現が困難なので省略） 
 
   ア    イ    ウ    エ 
①   輝石   石英    
②     輝石   石英 
③     輝石   石英 
④ 輝石   石英      
⑤ 輝石       石英 
 

 

[30] RE:19 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:44 

⑤にしました。輝石・石英の位置は自信がありますが、 
 

 

 

 



 
[1] 20 Name：APEC Date：2018/07/17(火) 21:42 [ 返信 ] 

 地下資源調査や土木地質調査等に利用される物理探査に関する次の用語のうち、反射法地震探査のデータ処理に用いるもの
として最も不適切なものはどれか。 
 
① 基準面補正（Datum correction) 
② 深度変換 
③ CMP 重合（CMP stack) 
④ マイグレーション 
⑤ 緯度補正 
 

 

[29] RE:20 Name：okidoki Date：2018/07/18(水) 00:26 

⑤の緯度補正が座標定義の間違いか、はっきりわかりません。どなたかご教授お願いいたします。 
私は凡ミスで④にしてしまいました。 
 

 

 

[47] RE:20 Name：seismic Date：2018/07/20(金) 14:45 

⑤緯度補正は重力探査の用語で反射法には明らかに不適。 
①の Datumcorrection は staticcorrection の一部なので、現場ではあまり使わない用語で素人が作問したであろうことを仄めかす
選択肢であるが誤りではない。 
②③④は明らかに適切。 
よって正解は⑤ 
 

 

 

[48] RE:20 Name：okidoki Date：2018/07/20(金) 17:42 

seismic さん、ありがとうございました。 
大変参考になりました。  
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-1 物理及び化学～ 























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 文 
（選択科目） 

～17-2 地球物理及び地球化学～ 











 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-3 地質～ 
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Ⅱ- 1 - 2 地すべりにおけるすべり面の判定は、ボーリング調査と計測機器による動態観測等の結果

を用いて総合的に行われる。すべり面の動態観測手法について，以下の問いに答えよ。 

（１）すべり面の位置（深度）を把握するための，ボーリング孔を利用した計測機器による異なる原理

の動態観測手法を３つ挙げよ。 

（２）上記で挙げた手法の中から１つを選び，①原理・特徴，②適用の際の留意点，についてそれぞれ

述べよ。 

 

（１） ①パイプ歪み計、②挿入式孔内傾斜計、③固定式孔内傾斜計 

（２）挿入式孔内傾斜計を選択 

   ①原理・特徴 

   ・傾斜計内に設置されたセンサーの傾きを用い、任意の深度の変位量を算出し、すべり面を特

定。 

   ・計測結果は、累積変位図や区間変位図としてとりまとめ、時系列による変位傾向を把握。 

  ②適用の際の留意点 

・孔内傾斜計のガイド管の設置時は、不動層までの根入れが必要。理由として、孔内傾斜計は測

定原理上固有誤差を含むため、不動層の計測結果を用いて 0点補正を行わなければ正しいデー

タを得ることが出来ないため。 

・孔内傾斜計のセンサーは温度や衝撃による影響を受けるため、計測を行う際は、ガイド間内の

地下水温とセンサー温度を馴染ませる、センサー部に強い衝撃を与えない等の留意が必要。 
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Ⅱ－Ⅰ－3 地下水環境の保全を検討する上で，地下水の流向・流速の把握が必要となる場合がある。

地下水の流向・流速を把握する調査について以下の問いに答えよ。 

（１）調査範囲を明記し，現地での調査手法を説明せよ。 

（２）上記で挙げた調査手法について，調査を実施する上で留意すべきことを２つ挙げて説明せよ。 

 

（１） 調査範囲は広域（数 km2 程度）と設定 

・調査方法は、①水文地質踏査による湧水点・表流水の確認、②観測井戸を対象とした地下水位

観測、流向・流速計による計測、③地下水イオン分析項目の水質分析、④トレーサー試験。 

・上記の結果から、地下水位等高線図、帯水層毎のヘキサダイアグラム、トリリニアダイアグラ

ム等を作成し、広域的な地下水流向・流速を検討。 

（２） ・地下水位は年間変動を伴うため、調査実施時期の設定が重要。原則として、降雨の影響がな 

い渇水期に実施することが望ましい。そのため、過去の天気データを収集・整理し、対象地の

降雨の特徴を把握しておくことが必要。 

・トレーサー試験を行う場合、対象の帯水層のバックグラウンドの地下水質を事前に把握してお

き、トレーサーとして、適した溶質が何か事前に検討することが重要 
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選択科目   地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   応用理学 

専門とする事項  斜面災害地質 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 ） 崩 壊 分 類 に よ る 発 生 場 と 発 生 機 構  

( 1 ) - 1  表 層 崩 壊  

 岩 盤 表 層 の 強 風 化 岩 な ど 弱 層 に お い て 浸 透 能 が 大 き

い 箇 所 で の 発 生 が 多 い 。 短 時 間 雨 量 強 度 が 強 い 時 に 表

層 の 側 方 浸 透 能 流 が 発 生 し て 表 層 土 砂 を 押 し 流 す 崩 壊

で あ る 。  

 

( 1 ) - 2  深 層 崩 壊  

 約 5 0  万 年 前 以 降 か ら の 隆 起 量 が 大 き く 河 川 浸 食 が

強 い 所 や 海 溝 型 地 震 の 発 生 域 に 近 い 付 加 体 の 流 れ 盤 で

の 発 生 が 多 い 。 斜 面 末 端 が 浸 食 さ れ た 不 安 定 斜 面 が 大

雨 や 地 震 を き っ か け に 崩 壊 す る 。  

 

( 2 )  表 層 崩 壊 に つ い て  

( 2 ) - 1  特 徴  

 岩 盤 な ど 基 盤 層 の 上 の 表 層 が 崩 壊 す る も の で あ り 、

表 層 2 ｍ 程 が 大 雨 に よ り 崩 壊 す る も の が 多 い 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 の 手 順 と 内 容  

① 既 往 の 文 献 調 査 、 空 中 写 真 判 読 、 地 形 図 判 読 な ど に

よ り 地 形 地 質 に 関 す る 基 礎 情 報 を 収 集 す る 。  

 

② 簡 易 貫 入 試 験 を 適 切 な 測 線 上 で 密 に 実 施 し 、 N d 1 0

値 、 N d 5 0 値 の 断 面 分 布 を 把 握 す る 。 表 層 崩 壊 の 発 生

が 多 い の は N d 1 0 未 満 の 箇 所 に 集 中 す る 傾 向 が あ る 。  



平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

 

③ 代 表 箇 所 に お い て 浸 透 能 試 験 、 粒 度 試 験 を 行 い 、 表

層 の 透 水 性 を 把 握 す る 。  

 

( 3 ） 調 査 を 実 施 す る 上 の 留 意 点  

① 過 去 の 表 層 崩 壊 の 箇 所 や 事 例 を 参 考 に す る 。  

 

② 対 策 施 設 の 種 類 や 位 置 も 調 査 す る 。  

 

③ 災 害 発 生 に よ る 影 響 範 囲 や 保 全 対 象 に 留 意 す る 。  

 

④ 深 層 崩 壊 に つ い て も 留 意 す る 。  

 

⑤ 立 木 の 種 類 や コ ア ス ト ー ン の 有 無 な ど 災 害 規 模 を 左

右 す る 要 素 に 留 意 す る 。  

 

                     以 上  

 

（ 試 験 原 稿 は 空 白 行 な し ）  







Ⅱ-2-1 自然斜面の崩壊による斜面災害が頻発している。このような崩壊による災害は災害発生前にそ

の発生箇所を把握することが重要である。今回，崩壊箇所を事前把握する調査業務を行うこととなっ

た。あなたが責任者としてこの業務を進めるに当たり，以下の問いに答えよ。 

（１）崩壊はすべり面の深度によって表層崩壊と岩盤崩壊（深層崩壊）とに分類することができる。そ

れぞれの崩壊について，発生場と発生機構の特徴を述べよ。 

（２）（１）で述べた崩壊のうち，いずれかの崩壊について，その特徴を踏まえた上で調査手順と調査

内容を述べよ。 

（３）（２）の調査を実施する上での留意点を複数述べよ。 

 

（１）表層崩壊 

・発生場は、花崗岩分布地域や第四紀の火山噴出物地域など。 

・近年の事例として、平成 26年 8月に発生した広島市豪雨災害を挙げ、素因（強風化部：マサ

土）と誘因（降雨）を記載。 

・花崗岩地域の場合、マサ土と一緒に風化の影響がほとんどないコアストーンともに土石流とし

て、下流域に流出するため、被害は甚大になる。 

深層崩壊 

・発生場として、中古生層の層状岩盤など。地質構造等に依存するため、異方性岩盤で多く発生

することを記載。 

・近年の事例として、平成 23年 8月に発生した紀伊山地大水害を挙げ、素因（流れ盤等の地質

構造）、誘因（降雨による水位上昇）、紀伊山地では河道閉塞や天然ダムの形成等の被害が生じ

たことを記載。 

（１） 深層崩壊について記載 

・調査フローとして、①LP 図、空中写真を用いた地形判読→②地表地質踏査→③現地調査（ボー

リング調査）→④モニタリング（動態観測、地下水位観測）→⑤解析（滑り面の特定など）の

流れを作図 

・調査内容は、フロー図で挙げた項目の目的等を記載 

 例）地表踏査では、滑落崖や側方部のガリ状浸食・・など 

（２） （２）のフロー図の項目について、留意点を記載 

例）一般にすべり面は破砕により細粒分が多く、コア採取が困難であるため、大口径、高品質

ボーリングで行い、かつ必要に応じてボアホールカメラ等を用いる など 
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選択科目   地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   応用理学 

専門とする事項  斜面災害地質 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 )  は じ め に  

 こ れ ま で の 社 会 資 本 整 備 な ど に お い て 膨 大 な 量 の 地

質 調 査 が 実 施 さ れ て い る 。 そ の 中 で 、 現 状 と し て 地 質

調 査 デ ー タ を 公 開 し て い る の は 国 や 都 道 府 県 で あ る 。

市 町 村 や 民 間 会 社 は 公 開 し て い な い の で 、 こ れ ら の デ

ー タ の 公 開 、 利 活 用 に つ い て 以 下 に 課 題 を 述 べ る 。  

( 2 )  検 討 す べ き 課 題  

①  デ ー タ の 公 表 の 推 進  

 市 町 村 や 民 間 会 社 の デ ー タ を ど の よ う に 公 表 し て い

く の か 。 誰 が や る の か 。 守 秘 義 務 を ど う 守 る の か 。  

 

 

②  デ ー タ の 照 査  

 地 質 デ ー タ は 担 当 技 術 者 や 調 査 目 的 に よ っ て 地 質 の

解 釈 が 異 な る 場 合 が あ る 。 ま た 、 土 地 改 変 が あ れ ば 地

質 性 状 が 無 く な っ た り 変 化 し た り す る 。 よ っ て 、 地 質

調 査 デ ー タ を 公 表 す る 際 に は デ ー タ を 照 査 し 、 目 的 に

応 じ て 更 新 や 取 捨 選 択 が 必 要 と 考 え る 。  

 

 

③  担 い 手 不 足  

 地 質 技 術 者 の 担 い 手 が 不 足 し て お り 、 膨 大 な 量 の 地

質 調 査 デ ー タ を 整 理 す る た め に は A I  技 術 を 活 用 す る

こ と が 望 ま れ る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 3 )  デ ー タ 公 表 推 進 の た め の 技 術 的 提 案  

①  デ ー タ 形 式 の 統 一  

 地 質 調 査 デ ー タ の 中 で よ く 使 用 さ れ る デ ー タ は ボ ー

リ ン グ 柱 状 図 、 N 値 、 土 質 試 験 結 果 で あ り 、 こ れ ま で

国 や 都 道 府 県 で は P D F 形 式 で 公 表 さ れ て お り 、 非 常 に

使 い 易 い 。 今 後 も P D F 形 式 で 公 表 す べ き と 考 え る 。  

 

 

②  個 人 情 報 の 管 理  

 地 質 調 査 デ ー タ の 中 に は 、 個 人 情 報 と な る 情 報 が 含

ま れ て い る 場 合 が あ る 。 個 人 情 報 は 除 外 し な け れ ば な

ら ず 、 こ れ に は A I  技 術 が 活 用 で き る 。  

 

 

 

③  地 質 調 査 デ ー タ の 履 歴  

 地 質 調 査 デ ー タ が よ く 利 用 さ れ る も の に 地 質 の 履 歴

調 査 が あ る 。 軟 弱 地 盤 や 地 す べ り 地 に お い て 対 策 工 が

実 施 さ れ て い る こ と が 多 く 、 地 質 性 状 が 変 化 し て い る

こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 地 質 調 査 デ ー タ の 履 歴

を 積 み 上 げ て い く こ と が 重 要 で あ る 。 地 質 調 査 デ ー タ

に は 調 査 年 月 日 を 明 記 す る こ と が 重 要 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 4 )  国 民 生 活 へ の 効 果 と 弊 害  

( 4 ) - 1  効 果  

① 調 査 効 率 が よ く な る  

公 表 さ れ た 近 隣 の 調 査 デ ー タ を 使 用 す る こ と で 目 的

に 応 じ た 効 率 の 良 い 調 査 計 画 を 立 て る 事 が で き る 。 さ

ら に 、 目 的 に 応 じ た 精 度 の 良 い 調 査 が 可 能 と な る 。  

② 経 済 効 果  

 公 表 デ ー タ を 利 活 用 す る こ と で 地 質 調 査 の 精 度 が 向

上 し 、 設 計 ・ 施 工 の 手 戻 り が 減 少 す る 。 こ れ に よ り 、

経 済 効 果 が 良 く な る 。  

③ 災 害 対 策 に 役 立 つ  

 膨 大 な 地 質 調 査 デ ー タ を 防 災 に 利 活 用 す る こ と で き

る 。 こ れ に は A I  技 術 も 活 用 す べ き で あ る 。  

( 4 ) - 2  弊 害  

① 地 価 の 低 下 ま た は 上 昇  

 地 質 調 査 デ ー タ が 公 表 さ れ る こ と で 、 地 盤 上 の 問 題

箇 所 が 明 ら か に な り 、 地 下 減 少 の 恐 れ が あ る 。  

② 個 人 情 報 の 漏 洩  

 地 質 調 査 デ ー タ の 中 に は 個 人 情 報 が 含 ま れ て い る 場

合 が 考 え ら れ 、 個 人 情 報 の 取 り 扱 い が 課 題 で あ る 。  

③ 調 査 不 足  

 近 隣 に 地 質 デ ー タ が あ る こ と で 調 査 不 足 と な り 、 地

盤 対 策 が 手 薄 に な り 、 地 盤 上 の 問 題 が 発 生 す る 恐 れ が

あ る 。  

                     以 上  



Ⅲ－１ 道路，鉄道等の社会資本の整備や，大規模建築物等の立地などの地下空間の利活用に関して

は，地質や地下水等の状況を詳らかに把握することが不可欠で，そのための手段の１つとし

て，ボーリング柱状図，Ｎｲ直，上質試験結果，物理探査データ等の地盤情報等の集積と利活

用が重要である。このような状況を考慮し，以下の問いに答えよ。なお，解答の目安は, (1)

で１枚程度, (2)及び（３）で２枚程度とする。 

 （１）地盤情報等を集積と利活用するために，地質調査に携わる技術者として検討すべき課題を多様

な視点から挙げ，その理由を述べよ。 

 （２）上述した検討すべき課題から１つを選択し，それを解決するための技術的提案を示せ。 

 （３）あなたの技術的提案を実施した場合の国民生活への効果と弊害について論述せよ。 

 

【回答】 

（１） ・課題点として、①統一的なデータベース化が出来ていない、②データベースが存在しても国  

民に周知できていない点を挙げる 

・理由として、①については、地質情報はそもそも属性情報を統一化が困難である点（ローカル

名称等）、調査目的が異なる調査結果について統一的なデータベース化した場合、情報量や内

容に隔たりが生じる、発注機関も自治体、財団、民間、研究機関など多岐に渡る点を挙げる。 

 ②については、データベースが自体が存在しても一般の国民が使用するには複雑である点や、

そもそもユーザーが地質情報についての理解がなければ利用価値がない点を挙げる 

（２） ・上記①について、記載 

・データベース統一化に向けたフロー図を作図。フロー図には PDCA サイクルを記載し、各段階

で結果をフィードバックすることとした。 

・PLAN では属性情報の統一化（フォーマット作成）を実施、DOではデータの集積方法に ICT、

IoT、CIM、AI、クラウド等の情報技術を積極的に導入し、データベース案を作成、CHECK では

地質技術者による課題点を抽出、ACTION では前段階で抽出した課題点を踏まえて属性情報を修

正・変更し、データベース自体の熟度を高めるという流れにした。 

（３） ・効果として、データベース化が可能となり、国民が利活用することで、例えば自分の住んで

いる土地の地質状況を把握するなど防災意識の向上につながる。その意味では、有益なソフト

対策になると考えることを挙げる。 

・一方で、利活用されるには、国民への周知が欠かせないので、我々地質技術者が積極的にアウ

トリーチ活動を行い、国民の地質に対する知識の底上げが不可欠。 

・弊害として、全ての地質情報が公開される場合、例えば、軟弱地盤や活断層近傍では不動産価

値の低下等が生じる可能性がある。これについても、地質技術者のアウトリーチ活動により、

国民が適正な地質に関する適切な理解が生じれば、過剰な不安や風評被害を避けることが可能

である。 

以上 
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